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2，「強迫」をめぐって   
現代の青年が抱える強迫的心性を論じる前に，強迫現象をめぐる歴史を整理し，その上で本稿  
で用いる「強迫的心性」についての定義を行っておきたい。   
鈴木（1997）によれば，強迫現象をはじめて報告したのはEsquirolであり（1838年），その後  
も「現象」としては様々な形で取り上げられてきたが，その強迫現象を「強迫神経症」という一  
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3．青年期病理と強迫的心性   
Salzmanを日本に紹介した笠原，成田はそれぞれに，現代の青年患者の性格特徴を考える上で  
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ではなく，内なる衝動性が外に発露することでもあるという視点を忘れてはならないと考える。   
精神分析的な観点から，この「衝動性」と強迫的心性との関わりの方を主に取り上げているの  
が北山（1982）である。彼は様々な訴えの背後にある強迫性に目を向け，そこに内なる「動物性」  
との折り合いをめぐる葛藤を見ている。例えば，対人恐怖者は動物性を恥じ 露呈を恐れ，思春  
期やせ症は動物性を受けいれられないと言うのである。この知見からは，青年がコントロールし  
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己肯定度を測定し，強迫的心性と適応との関連について検討する。  
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?… ? ?? ?? ????????????? ????? ?ー ? ?? ?
．004  ．003  742   －．076  ．558  
．040   ．155  ．728  ．093   ．564  
－．032  ．065  ．586  ．108   ．360  
．168   ．041  ．063  ．703   ．528  
．071   ．021   ．027  ．684   ．475  
．072   ．443  ．177  ．626  ．625  
時間通りにできなくて，遅れることが多い  ．379   ．039   ．097  －．471  ．377  
因子寄与  2．953  2．591  2．292  1．949  
因子寄与率（％） 19．42   8．60   8．34   6．18  
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表2 衝動性・コントロール機制尺度因子分析結果（主因子法・パリマックス回転後）  
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．014  ．135  ．695  ．435  
あまり考えないで，話したり行動したりすることか多い（＊：逆転項目）  －．310   －．102   ．687   513
私は自分の感情をあまり出せていないと思う  ．200   ．037   ．576   ．268  
体の調子か悪くなると，放っておかないで，病屍に行ったり薬を飲んだりしてすぐに対応する  ．197   －．325   －．059   ．148  
因子寄与  4．245   2．193  1．672  
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表3 各クラスタ一別人数  
A群   B群   C群   D群  
男子  20  4  34  15   
女子  31  8  47  13   
合計  51  12  81  28  
表4 衝動性・コントロール尺度分散分析の  
多重比較結果  
衝  動  性 B＜A・C・D，A＜C・D，C＜D   
コントロール志向 A・C＜D   
行 動 抑 制 A・C＜B  
衝動性  コントロール志向  行動抑制   
図1 衝動性・コントロール尺度の  
クラスター別プロフィール  

















心性との関連が高いと考えられる。   
なお，衝動性およびコントロールの2種のあり方の力動関係として抽出された上記のクラスター  
が示すものを，以後「衝動・コントロール様式」と呼び，以下の分析で用いることにする。  
3．強迫的心性と衝動・コントロール様式との関連   
次に，「衝動・コントロール様式」によって強迫的心性に差がみられるかを検討するため，4  
クラスターを独立変数，強迫的心性得点および各下位尺度得点を従属変数とする1要因分散分析  
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表5 クラスター別の強迫的心性尺度得点平均（標準偏差）および多重比較結果  
A  B  C  D  F値（df）  多重比較結果  
思考の強迫性 26．45（6．24） 26．17（6．31） 29．27（5．41） 35．18（4．93） 15．57（3） A・B・C＜D，A＜C  
確 実 志 向 柑．04（4．49） 22．58（7．5り 21．51（ヰ．50） 23．07（5．54）  5．02．（3） A＜C・D  
不 潔 恐 怖  8．02（2．43） 9．42（3．20） 8．51（2．5り  9．00（3．15）  1．37（3） n．s．  
曖 昧 排 除 9．55（2．36）12．17（3．24） 乱60（2．61）10．00（2．71）  3．67（3） C・A・D＜B  






















4．自己肯定度尺度と，強迫的心性および衝動・コントロール様式との関連   
自己肯定度尺度についてG－P分析（25％）を行ったところ，0．1％水準で有意差が見られなかっ  
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た項目が2項目あったため，その2項目を除いた26項目を改めて「自己肯定度尺度」とし，その  








表6 クラスター別の自己肯定度得点平均（標準偏差）  
A  B  C  D  
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6）強迫的心性尺度得点の平均値により，被検者全員を高群（84名）・低群（88名）の2群に分けた。  
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